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イラン地震緊急 助隊に参加 して

】

援

[国際緊急援助隊の派遣]

昨年 6月 2 1日 早朝 (現地時間 2 1日 深

夜)に 発生 したイラン北西部を震源 とする地

震は、時が経つにつれて急激にその被害の大

きさが明 らかにな り、死者 5万 人、負傷者

20万 人、家を失った者 50万 人という大惨

事 となった。このため、日本政府もイラン国

政府からの要請に応 じて 「国際緊急援助隊」

を派遣することとなり、私は急遷編成された

国際消防救助隊の責任者 としてイランに赴

き、救助活動を行った。

消防庁では、 1 9 8 5年 9月 のメキシヨ地

震や同年 11月 のコロンビア共和国ネバ ド・

デル ・ルイス火山の噴火泥流災害をきっかけ

として、 1 9 8 6年 4月 、外国の大規模災害

の発生から48時 間以内に、全国のレスキュ

ー隊員を選抜 して 「国際消防救助隊」として

派遣できるような体制を整え、同年 10月 の

エルサルバ ドル地震の際には、東京 と横浜の

レスキュー隊員 9名 を派遣するなどの実績を

持っているが、 1 9 8 7年 9月 に外務省など

関係 17省 庁により 「国際緊急援助隊の派遣

に関する法律」力`成立 し、救助、医療、復旧

など、被災国の要請に応 じて総合的に 「国際

緊急援助隊」を派遣できる体制が整えられた

以後は、今回の派遣が救助チームとして初め

ての出動である。

[救助チームの活動内容]

今回派遣されたのは、消防、警察からなる

救助チーム 12名 と医師、看護婦等からなる

医療チーム8名 など2 3名 の総合チームであ

る。

今回の地震で最 も被害が大きかったのはイ

ラン北西部ギラーン州のルー ドバールとマン

ジールという谷間の町で町の建物は軒並み倒

壊 し、かろうじて建っているものも倒壊寸前
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で、危な くて近寄れない状態 であった。救助

チームは、 24日 夕刻テヘランか らイラン空

軍機でギラー ン州の州都 ラシュ トに入 り、翌

25日 当市の病院での活動 を懇請 された医療

チームと別れ、陸路ルー ドバールを経てマ ン

ジールに入 った。

日本の救助 チームは、音響探知機 、赤外線

スコープなどのハイテク資機材 を持 ち込んだ

が、特に各国救助チームの注 目を集めたのは

ファイバースコープであった。 これは、医療

用に用いられているファイバース コープを改

良 し、瓦礫の隙間に差 し込んで生存者の有無

を探るとともに、必要に応 じて要救助者周辺

の酸素濃度 を,R I定した り、新鮮 な空気 を送 っ

た りすることがで きるもので、日本独 自の救

助機材である。

マ ンジールでは、イギ リス、フランスなど

各国救助チームがキャンプ しているテン ト村

の一画で野営 しなが ら救助活動に入 ったが、

テヘランまで商用機 を利用 したこと、イラン

国内の交通 、情報ネ ットワー クが混乱 してい

たことなどのため、マ ンジール到着 までに長

時間を要 し、せ っか くのハイテク資機材 も十

分に活用で きなか った。 このため、 27日 に

は、イラン政府の要請に応 じてさらに奥地に

ある山岳地帯の村 ビル クに入 り、さらに 2日

間野営 して生存者の救出活動 を行 った。

建物構造がイラン特有の レンガ造 りで、倒

壊すると土砂崩れの崩壊現場の よ うになって

しまうため、瓦礫の下敷 きになった人が長時

間生 き延 び る ことが難 しか つた こ とな どか

ら、結果的に生存者の救出がで きなかったこ

とは残念であるが、地理的なハ ンデ ィにもか

かわ らず各国救助 チーム と前後 して現地入 り

して見劣 りの しない活動ができたこと、テン

トで野営 しなが ら救助活動を行 うとい う初め



ての経験を一人の故障者 もなく乗 り切ること

ができたこと、各国救助チームの中でも最 も

奥地 まで入って救助活動が行えたことなどは

大きな収穫で法律制定後初の救助チームとし

ての目的は十分に達することができたのでは

ないか、自負 している。

[イランの建物の構造]

イランの建物は、大部分がレンガ造 りであ

るが、構法をよく観察すると、 (1)細い鉄骨

で柱、梁に相当する部分に枠を作 り、その間

にレンガを並べて壁 と床を作ることにより、

2～ 7階 まで建ち上げる構法 (都市部で一般

的に見られる)、 (2)典型的な無筋のレンガ

造、 (3) R C造 とレンガ造の混合構造、 (4)

質の悪いレンガをモルタルや粘土でつないで

分厚い壁を作る伝統的構法、等のいくつかの

タイプに分けられる。 13)以外は、水平力を

全 く考慮 してお らず、構造に粘 りもないの

で、震度 5程 度で相当崩壊 してしまうものと

思われる。震度 6～ 7と 推定されるマンジー

ル近辺の建物が殆 ど倒壊 しているのも当然 と

言えようか。

[国際緊急援助隊の今後の課題]

今回の経験で痛感 したのは、 「もっと大曇
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の資機材を持っていけないか」、 「もっと大

部隊で行 くべ きではないか」 とい う点であ

る。

これらに対する答えの 1つ が国際緊急援助

隊専用機の構想であろう。と言 うより、蘭用

機を乗 り継いでいたのではこれらの課題に対

する答えが出ないのである。経済性や効率性

を考えると、必ず しも 「国際繁急援助隊専用

機」にこだわるわけにもいかず、チャーター

便でも、導入が予定されている政府専用機の

T時 使用でも良いのだが、とにか く r成田に

緊急援助隊員 と資機材が集結される頃には、

飛び立てる状態になった特別機が準備されて

いる」という体制が整備されないと、質だけ

でなく量的にも被災国に感謝される本格的な

救助活動が、いつになってもできないままに

なうてしまうと思 う。

7月 16日 に発生 したフィリピンでの地震

に派遣された救助チームは26名 に増強され

たが、このように次第に派遣者数を増や しな

がらノウハウを蓄積 し、一方で専用機の構想

に取 り組んでいくべきだと考える。

(本稿は筆者の承講を得て、三日評論から引

用させて頂きました)


